
高齢障がい福祉課高齢者福祉係からのお知らせ

【股関節のストレッチ】
①仰向けになり、両ひざを曲げる。

②片ひざを抱え、両手でつかむ。

③胸の方に引き寄せ、つま先を上に向ける。

福智町のキャラバンメイト（7名）は、町

内の小学校やふれあい交流などで認知症

サポーター養成講座の講師や地域の見

守りとしても多くの活動実績があります。

【リラックス】
①仰向けになり、両ひざを曲げる。

②両手の手のひらを上に向ける。

③ゆっくりと、深呼吸。

【太もものストレッチ】
①床に座り、両足を伸ばす。

②片足を両腕で引き寄せる。

③出来るだけ背筋はまっすぐに伸ばす。

【太ももの前を伸ばす】
①横向きになり、片足を引き寄せる。

②残りの足は、楽にする。

③背筋はまっすぐに伸ばす。

【弁城小でイラストを使った養成講座を実施】

【赤池3区（ふれあい交流）で養成講座を実施】

※キャラバンメイトとは、講習を受け、行政や地域と協力し
て認知症に対する正しい知識、理解を普及啓発する講師

認知症サポーター
養成講座
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介
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。
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智
町
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ャ
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話
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切
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体
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プ

レ
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。
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知
症
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め
る
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一
度
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加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

身近な人が認知症かも…

体力維持・気分転換

毎日少しだけ運動しましょう

困っているときにどう接したらいいの？

＜時間＞　午前部：１０：００～１１：００
　　　　　午後部：１３：３０～１４：３０　　
＜場所＞　金田分館 集会室
＜対象＞　地域住民、関心のある方　　　　
＜定員＞　各時３０名
＜内容＞　認知症の症状。支援の方法
　　　　　や接し方など。
＜講師＞　福智町キャラバンメイト
＜料金＞　無料
＜問合せ・申込先＞　
役場 高齢障がい福祉課 高齢者福祉係
☎２２ー ７７６２

＜申込締切＞　８月３１日水まで

オレンジカードを

受講者全員に

お渡しします！

SAT9.10＜日程＞

※認知症サポーターの証
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▶子供の頃映画館でトトロを
見た後、同時上映の火垂るの
墓を見て、トトロの楽しさを帳
消しにする悲惨さに見たことを
後悔しました。しかし大人に
なってこの時期になると、最後
まで正視できないからやめとけ
ばいいのになぜか見ようとしま
す。今回も衰弱していく節子
に居た堪

たま

れずに、やはり見終
えることができず。しかし懲り
ずにまた見るのでしょう。（持丸）

●昔の農機具シリーズ②

田起こしに使う唐
から　すき

鋤

Aug.2022

048

▶私が小学生の時から読ん
でいた広報ふくちが 200号
を迎え、その制作をまさか自
分が担当しているとは思っ
てもいませんでした。過去
の広報紙を振り返ってみる
と、町民の人たちとの出会い、
そして協力があっての広報
紙だなと改めて感じます。
これからも皆さまに愛され読
まれる広報ふくちを精いっぱ
い作っていきます。（世良）

　今ではトラクターが田や畑を動

き回る風景が普通ですが、 昔は

家畜である牛や馬を使って田植

えの準備を行っていました。 唐

鋤は田起こしに使われた道具で

牛や馬にひかせて使用しました。

※田起こしとは、 収穫後や稲を

植える前の乾いた田の土を掘り

起こし、 細かく砕く作業のこと。
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